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霊長校のグロノラクトン酸化酵素遺伝子

の分子進化

錦見盛光 (和歌山県立医大､生化学)

中川者はすでにヒトのグロノラクトン酸化群素

辻伝子のエキソンVll.lX,Xおよび XH の塩基

配列を決定しているので､霊長類のいろいろな種

の同辻伝子についても配列を明らかにすることに

よって､霊長類の種間における分子進化の推移を

調べることを計画した｡このため=ホンザルとア

カゲザルの血液から得られるゲノム DNAの資料提

供を受けてこれを鋳型としてPCRを行い､エキソン

IXを含む銀域の増幅を試みた｡用いたプライマ

ーはヒトのグロノラクトン酸化酵素遺伝子の既に

明らかにされている塩基配列の情報に基づいて作

封している｡二ホンザルとアカゲザル DNAから致

本の増幅DNAが得られるが､反応が弱いため致種

のプライマーを合成して比較検討して効率を上げ

ることを試みている｡今後は得られた DNAを pUG

19へ挿入して､塩基配列を決定して相同する填基

配列およびそれから推定されるアミノ酸配列の捜

問における比較から､グロノラクトン酸化酵素遺

伝子の分子進化の様子を明らかにしていきたい｡

資料14

サル網膜の免疫組織化学と連続切片

屯顕法による研究

塚本 吉彦 (兵庫医科大学 ･生物)

ニホンザルの網膜辺縁部 (偏心度3.5… )か

ら連続超薄切片を作製し､双極細胞に発達する細

胞陳下槽 (ssc:subsurfacesistem)の分布と形態的

特徴を解析した｡

1)サルの拝体入力型双極細胞にヒトの場合と

同様にSSCがよく発達し､立体的に網目構造

(meshworks加cturc)をなすム

2)拝体入力型は錐体入力型と比べてSSCが2

倍以上著しい｡ SSCは樹状突起から細胞体､軸

索を経てシナプス終末部の手前に及ぶ｡

3)on型とOEr型の双極細胞の間に有意の差

はない｡したがって､グルタミン酸受容体のOn

型と0ff型の相連とはとくに連関しないと考え

られる｡

4)抗リアノジン受容体の抗体に対して､サル､

モルモット､マウスの網膜において双極細胞が存

在する内原粒層から内網状層にかけて陽性に染

まった｡

5)sscは断続的に連なって細胞防下に広がる｡

そのような分布は CICR(Ca一ciumhduced

CalciumRelease)によるCaイオンの調節の構造

上の条件を潤たす｡ caイオンはCa活性化Kチ

ャネル-の作用によって縦軸方向の興奮伝導に

関与する可能性が高い｡
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